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M37a CLASPの高速分光観測で探る太陽彩層に偏在する高速伝播現象
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観測ロケット実験 CLASPに搭載された slit-jaw光学系（SJ）による、Lyα輝線（121.567nm）波長域での太
陽彩層の 2次元像の観測で、数パーセント程度の明るさの変動のパターンが、150km/s以上という非常に速い速
度で一方向に伝わっていく現象が発見された (2016年春季年会M02a)。今回は、CLASPの偏光分光装置で得ら
れた、0.3秒という非常に高い時間分解能を持つ分光データを用いて、SJで発見された高速伝番現象に伴う輝線
の時間変動を調べた。まず、Lyα輝線を波長方向に積算して、スリットの沿った明るさの時間変動を見ると、SJ
の結果と同様にスリットに沿って伝播する明るさの変動パターンがあることが確かめらた。次に、SJで同定され
た高速伝播現象が、スリットを横切る時間帯の Lyα輝線のドップラーシフトを調べたところ、150km/sを超える
ような顕著なシフトは見られなかった。Lyα輝線は、輝線幅が大きい上に、輝線中央にへこみ（自己吸収領域）
を持つ、2つ山の形をしているため、ドップラー速度の測定が難しい。そこで、Si III (120.65nm)輝線を使って
ドップラー速度を調べたが、± 10km/s程度の速度しか検出されなかった。これらの結果は、SJで発見された高
速伝搬現象が、150km/s以上のプラズマ運動ではなく、波の様な明暗のパターンの伝播であることを支持する。
また、高速伝搬現象とは無関係ではあるが、Lyα輝線の 2つの山が 30秒程度の時間間隔で交互に明るくなるこ
とを発見した。これは、輝線中央の自己吸収領域が短い周期で赤方・青方偏移を繰り返しているためではないか
と考えており、彩層上部・遷移層での何らかの振動現象に関係してる可能性がある。


